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I --:3 森林レクリコニー ションの立！床
佐々木
I -4 ［主！のtll功によるレクリエーションゴT*













レクリユーションとは災認の recreationから出ており， し・娯楽・ る yう~＇
」である． ドイツ誌でレクリエーションのことを Erholung(!Iil復・休養を意味す












にWI：き， I~！分が }:l－すみに J!jl しやり忘れていたけれど＼依然として自分の人格，あるいは能力の一部ーむ
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宮城音弥3）は，「強1Mを離れた余暇11~1:rMJv1, 他人のもつ，『~j:：＿きかた』と町三きがL 、 Ml』をもっと
も，はっきりとさせるに役立つ. ~t きが＼＿，心主求めるということは， i九の；迫三！とで、あり，喜びの追求であ















ューノレから今日はコスタテソノレやカナリア るまで＼ ヨーロッパのノくカンスリゾート j也J或カリiヲ
成されている．















El本観光協会が 1981:{1：：ー に行なった l:JJMり観光レクリエーション店頭J23項目のうち，上位 5｛立は，
①Jili~ JfUi,{d~~ ・花見・祭り.:r.111仏れ②l決［Bi ・主i~ ）~IJ ・音楽会，①ドライブ＼④海水浴，③遊！111地・ヘノレ
スセンターである 5). 森林に関係ある登1Jiハイキングは10｛立で、わずか 4.1%に過ぎない．そもそも
査羽iI tこ森林散策という独立ーした項目がない．















らん（15%），趣味・娯楽 (15%), T V・ラジオ (14%), スポーツ・散歩（14%）であった． 同時
に行なった山形市北西部中¥J_1IBJ立中iL仁iコ学の場合，家庭だんらん（20%），休息・くつろさ（18%)'





"') によると， ト、イツの Freiburgi. Br. ・ Gottingen・Hannover• Neuenburg諸都市の住民
はすべて55%以上が Wald（森林〉と答え， フランスの Nancy でも21%と広t、砂浜に次し、でいる
それにおjして，旭川・ 1；専問・綿引・伊那・宮崎・東京で同じ年に行った調査で最高は宮崎の 7.7%,
最低は東京の 2.8%であった．同じ質問を1986年 1月山形盆地の二つの中学校で行った 10人
は見111~；のよい U-1 (25%）・温泉（18%）・静かな湖（15%）の阪で森林は 6%に過ぎない．




る・ ?l~iJ I・ . ）~ 1J .鳥海iJ_・男体I11.身延11・立J • ！ ~~I J_I .御/lrLJ ・比叡/J_J.大t1f
JJ .高野｜よ｜・英彦u1・九霊山などの伝統的なJ_LJHi－霊場はすべて深山幽谷であって，緑したたる森林で































世話を見ていると，超健全娯楽の国で，赤ちょうちんでj二百？の窓口を言ったり， ヒー ノレをmくんでTv 
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でプロ野球を見るといった日本の娯楽との，文化的差異を見ることができる． レクリユーションの多






パリの BoiscJe Boulogne，ベルリンの Grunewald，プリュッセルの Boisde la Cambreとその
市に続く Foretde Soignesなどはヨーロッパを代表する森林の公i茎｜である．これらの森林公関は平
坦で， 1j¥/1＇.各が縦十；1'.i に j函じ散歩するのに便利にできている．者I~I官から近くにあるため，毎日でも，ある
いは週末に散策でき，初春から初夏にかけてはフィトンチッドを浴びて，気分をさわやかにし，人間
の精神を安定させ，波れた身体を回復してくれる．住民 1人当り緑のスペースが最も大きなヨーロッ
パのご郎！日はストックホルム（80.3 m")' ロンドン（30.4m")' アムステノレダム（29.4m"), ハンブルグ
(28. 4 rn2），ヘルシンキ（27.4m"），ボン（26.4 rn2），ベルリン（26.1 m2）である．パリは 8.4rn＇である
が，パリの公 m~1前ifl1（は iiiJ或の20.8%を占めている．ちなみに，筑波研究学園都市内の桜村のH：民 l人














中規模観光レクリエーションj也区 家族旅行j(t：進 1978 
（家族旅行村）
港湾J主nt~整備すi* 快適な環境保全及び創出 1973 
レクリエーション港湾控師事菜 安全・快適・低成な海洋性レクの場の提供 1972 
〔農村i水産省〕
11村地！或農林漁業特別対策事業 1UH 握興 1972 
(1L1せIHJ発センター，基幹集部セン
ター，生活改普センターなどを合む）
特定農1i付保興対策事業 過j;JR地域等の振興 1976 
民菜J；辰興 1978 
級の H~＼~的事業 決LLii'.((1.njJJ~興 1979 
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〔林野！？〕
森林総合利用促進事業 林業振興 1972 






mT外趣味活動施設 勤労者JI]レク胞設の設院 1973 
勤労者体育施設 仁i川j、企業勤労者m体育施設の充尖 1968 
農村教養文化体育施設 農村地域に導入される工業就業者の出til:.1'.I進 1971 
共同福祉施設 仁中i 1971 
働く t~~－人の家勤労婦人センター 勤労t~~i-Aの r1~i"1u1r1)lli 1953 
勤労青少年ホーム 仁jc1小企業青少年の福祉J1;[1進 1957 
シノレノ、一・へノレス・プラン 1= ！こ： it~ if-!lfi-J労働者の健康の｛来的：J1~:lffi
〔環境庁〕
自民休暇村 家）j友利用1:j1心の保健休養 1961 
国民休養地 野外レク施設整｛！日i による｜主：jj乏の出til：と｛注目2の J11~I進 1970 
公営国民福合 国民生活の福祉と能HJ:tの増進 1956 
国民保養センター 1967 





オリエンテーりングパーマネントコ 体力づくり運動のHi:！韮 1970 
スー
〔文部省〕
青年の家 健全な青少年の育成 1958 
少年自然の家 健全な少年の育成 1970 
公民館 生活文化・社会福祉・教義調査研究のため 1951 
国書館 ／ 1951 
博物館 1952 
野外活動施設 スポーツ振興 1968 
体育館・プーノレなど 1959 
〔文化庁〕
風土記の丘 遺跡；．資料の保存・普及活用 1966 
歴史民給資料館 郷土の歴史と文化への理解を深める 1970 
〔建設省〕
広域公園 ！玉i或νク 1972 
大規模自転車道 交通安全と心身の健全な発注 1973 
〔運輸・建設・農林水産省等〕
海岸環境整備事業 海岸の環境整備とその利JF 1973 
〔自治省〕















先機関の 10＇，：；＼•林 hi｝ ・ 4 常林支局・ 335常林署）の経常する呂有林野は，その成立からして公益的に利用
されるべきものである．国有林野事業の l~l 的・｛吏命は大きくは①林産物の洪給，②i主！土保全・水資源
かんn・ 保健体長などの公共の機能，③林里子の位置する11寸生活の＊H:Nf，の 3に区分できる（第 1玄！）．
????????????
第 1図 国有林における森林レクリエーション制度（林野庁管理諜資料， 1986)
第l表 レクリエーションの森等の数・ iliTlU・利用者
¢芭j (haY~f ②利（千用／＼者） "Ei ノ7t Cてfユ., IX 7} 筒所数
¥:D CZ 
iヨ 守｝と 科三 3完 1ヰ〈 92 113,479 34, 170 21 21 
自然観察教育林 175 29, 725 16, 600 6 10 
町外ス ツ林 229 29,469 27,512 5 17 
H＜~ )i¥ 林 574 367, 725 65, 906 68 42 
1, 070 540, 398 144, 188 100 90 
レクリェーションの森施設数 1, 423 726 15, 191 。 10 







面積の約 1割強に当っている．保安林にはl5Tlft傾（水{J（かん主・二L:JI少流出 ／VJ出1 ・二L?1少 jj；てJJ史 IVJ{ili'i ・ 71~11予
防備・ i坊風・水害！功。Il. t；封書l坊{il/j.:i：害i坊f1i'・i坊¥f＊・なだれ防止・部干i坊.1L• .1/tっき・航行l:'I~京・保
［注・）孔致）あり，そのうち保安林面積に 1~i める国有林保安林mi肢の割合の高いのは，航行 II 際保安林
(70%）・水{Hf{かん安｛米安林（54%）・保能｛呆安林（5:3%）などである
森林レクリエーションを求める国民の要請に答：えるため， i主｜有休Ulf の ~'i）＇：つ出かな自然環症を積極的
に活用するために， 1969年から自然休養i~＼が美しい森林や山岳・渓谷・ PJl1日などの勝れた景！路地が選












り，月 ］Jjでは 8月3.4万， 5月2.7万と夏休とゴールデンウィークが利f日のハイシーズンとなっている．











自然｛本主要材； ( 9 2 j/.)1＇庁 l l :) . 、t7 9 ha) 代表 J也 IYf.’Jりm！積
イ
ア ること。












IJ'f外スポーツ林（ 2 2 9 1r.1;Ji 2リ，，！ G !Jh孔）
キャンフ：スキー，アーチェリー，オリエンテーリング勺； ~·rタトスポーツのJ必として i必した J'cj ~！？条｛’十を千｛し，！hi ！交のn外スポ ツ活動の.Ii,'；に供すること
がj昼iおであるJliJ点。 129h日


















の9つの生活環境保全林の 1カ01・平均IT!¥Ti!tは44ha, 180フJrel (1985 1i!'. 5月現在〉で、あっ
た．各生活環境保全林は 2～ 3:-;:1三かけて整怖されてゆき，最も 1~11v ¥ ;f~市松森は1971～73{1＇·にかけて整








が多いのは前橋営林局管内の214 （全体の20.4%），次L、で秋I討林局管内の127 (12. 1%）である
レクリエーションの森の種類別に200万分の 1日本全図に，位置を 5万分の 1地形留で1if：；認しながら
第 2表 堂林局5.J!レクリエーションの訴の数・田駅
(1983. 4. 1. 現在）
医 分 I 白扶体制 l:I 白州察教育林 l町日fクト「~Iバi 出（竺ツ言l林.:( ＝~附風ill；：瓦竺林瓦L 同い凹所！ク＞ Iの·~：~忌~，＇ ~I 
営林局 （色プ｝所）I 面（ha積） c＇刈fli所n[面＼ha積） 
北海道 2, 368 5, 77 14 5, 41 7υ25 65 86, 039 
北見 5 7, 273i 4 2, 57 8 1, 21 30, 770 38 42, 062 
帯広 4 6 185 5 お 7 l 31 山 471…
磁 宣言 6 7, 529 11 lo' 946 20 7, 643 37 16 231 
青森 7 7，加 23 山 21 4, 4日 81 I ＇，~~~I 59 22, 488 
1北田 5 6, 617 14 654 30 1, 072 78 63, 131 127 71, 474 
fl!} 橋 13 16, 6441 47 7, 999 89 12, 169 214 42, 964 
Jγぺ3、 ノメ 10, 130 11' 385 19 4,090 15,831 
ユ之 r見lf 7, 929 10 1, 913 36 11, 783 22,837 
名 己l 屋 6 2,503 11, 331 
大 i夜 9 15,836 
1% 女日 8 18,831 
合住 ；ヰζ 20, 347 
iにL： 538, 136 
（林野ri"':m,nu1w レクリエ ションの森一一覧表， 1983) 
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プロットした. J山形との関係を少しでも知るために，標高200mの ベースマップ。に入れた．




















、。J 0 200km 
第 5図 野外スポーツ林の分布（1983）等高級は標高 200m
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氷原・ネqi山！以へそれぞれ約 4km. i＇（日＇.ljl ；付は 1977'.l'.j三に l~l 然休安村持。ill事業の認定をうけ， 1979年には
I§！然休養村管HHセンターが完成した. 1§然休養林は県民いこいの森・県民の萩・少年fl然の家などと
一体となってL、て， ＝］：にi多＇.／：旅行に利 Filされ， その入込客数はittl!1村役場資本｜によると， 1975 
2. 4万， 1980'.J'.Tゴ－6.6万， 19841:1三5.9万であった．ちなみにゆ80年の市泉・設U！・スキーなとーを含めた笹
川村の総観光入込客数は48.8)J （県外客は 4%に過さずに季節的には 4・5・6月に春！こ｜に 33%と最
も多い
il 2 1;然観察教f林








北アルプスである（第 5 図）．野外スポーツの中心はスキーで， ~I有林野のスキ 場利用が野外スポー

































1) il:1喬滋編 (1979）：『現代「余地Jの研究Jj日］ j］ソ 1～13. 
ノラマ， 542ベーシ．
2) IL! r:i i'21!.Jj (1979）：前掲 1), 34～43. 
3 ) 'i;M r~i'弥 (1979）：前掲 1), 73～80. 
4) L. D. Stamp 佐々 木｜寺沢・urtn日出〕If［学.J ri1・今吉
c~c, 20sページ














10) TJI掲 8). 
Forest Recreation Area in Japan 
Hiroshi SASAKI 
The report aims at the comparison of Japanese recreation types with European ones, and 
at the national system of forest recreation areas and their distribution patters in Japan. 
Japanese spend their leisure mainly indoors in TV & radio, reading, home rest etc. and only 
the elite play sports in-and out-doors. In western Europe the most favorite leisure is walk in 
forest iηand around the cities, but which is not popular in Japan. Such traditional Japanese 
recreation types as hot spring, visiting famous Buddhist temples and Shinto shrines and sacred 
grounds in deep mountains could be regarded as forest recreation, because most of them are 
located in deep valley or at the end of valley surrounded by der.se forests. 
In the second half of 1970s many Japanese ministries subsidized to build the recreational 
facilities. The Ministry of Forestry chose the four types of recreational forests: natural rest 
forest, natural educational observation forεst, outdoor sports forest and scenery forest. Outdoor 
sports forest (Fig. 5) and natural rest forests (Fig. 3) are concentrated in the dividing area 
of Niigata』， Gunma-and Nagano同kens (prefectures) and in the backborn mountain area of 
Tohoku. On the other hand scenery forest (Fig. 6) and natural educational obervation forests 
(Fig. 4) are dispersed over whole Japan. 
